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　東京医科大学では，近隣のホテル内保育室と提携して待機児童対策を行ったり，近隣医科大学

とタイアップしてファミリーサポートシステムを構築したりと，学内で足りないところを外部で

補い積極的に支援していく体制を強く感じました。医学生に対しても，１年・３年・５年生と継

続したキャリア教育が施行されていることも，熱心に取り組んでいる現れだと実感しました。

　学会としては，福與が日本小児科学会男女共同参画推進委員会委員として，全国の大学医学部

におけるワークライフバランスに関する講義やホームページ上での記載内容に関するアンケート

結果を発表させていただきました。回答率は約６割のなかでの集計結果でしたが，女性医師支援

を含めたワークライフバランスに関する講義を施行している大学は約半数であるという結果は，

高橋克子先生が発表された日本医師会で行ったアンケート結果（回答率80％）とほぼ同じでし

た。大学で学生がワークライフバランスに関する講義を受け，男女共同参画の意義を考え，自覚

し，今後に生かすことは非常に大切なことだと思われます。

　高橋克子先生は，アンケート結果から医療界（大学医学部，学会，医師会）における意思決定

の場にいかに女性医師が少ないかを指摘され，一方では大学病院内保育施設設置やその充実，短

時間正規雇用制度や主治医制度の見直しなど少しずつ改革が進んでいると思われると結びまし

た。

　少ない時間の中で行われた最後の意見交換では，各大学代表の先生から活発に質問がでまし

た。発表されたそれぞれの大学での取り組みを参考にしたいと思う熱意が伝わる質問が多かった

です。私にとって印象的だったのは，宮城県女性医師支援センター委員で東北大学病院血液免疫

病学分野准教授の藤原実名美先生からの質問に対する長崎大学の伊東昌子先生のご回答でした。

藤原先生からの質問は，「発表されたような女性医師支援に関する取り組みを行うには，センタ

ー長として企画・実行などにかなりの時間を要すると思うが，ご自身の生活の中でどのように時

間を確保しているのか」という主旨でした。伊東先生は，「はっきり言って，自分自身のワーク

ライフバランスはないです。」という回答でした。伊東先生は，大学病院で糖尿病などの内科疾

患の診療・研究のかたわら，長崎大学男女共同参画推進センターと長崎大学病院メディカル・ワ

ークライフバランスセンターのトップを兼任なさる生活をしており，自分が自由に使える時間は

ほぼない様子でした。それでも，後輩の医師が，キャリアを継続するために，自分らしく仕事を

するために，ライフステージに応じた働き方を一緒に考えていくというスタンスを信念に，セン

ター長を務められていることが，大変印象的でした。

　男女共同参画が推進している学会・大学医学部と，そうでない学会・医学部の“差”の大きさ

を実感した会でした。地域性や病院の規模を考慮すると，男女共同参画のすすめかたは，画一で

はうまくいきません。各地方，各大学の方法を参考にしながら，私たちは，宮城県にあった男女

共同参画のすすめかたを考えていかなくてはいけないと強く思いました。その中で常に考慮すべ

きこととして，勤務医全体のワークライフバランスを考えることは非常に重要ですが，そのため

に，誰かのワークライフバランスを犠牲にするということがないようにしなければならないこと

があげられると思いました。


